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市長記者会見記録

日時：２０１５年１２月１日（木）午前１１時００分～午後１２時１０分 

場所：本庁舎２階 講堂 

議題：１ 第７期川崎市市民文化大使の決定について（市民・こども局） 

   ２ 第37回皇后杯全日本女子サッカー選手権大会について（市民・こども局） 

<内容> 

（第７期川崎市市民文化大使の決定について） 

司会： ただいまより、定例の市長記者会見を始めさせていただきます。 

 本日の議題は、第７期川崎市市民文化大使の決定について、第３７回皇后杯全日本

女子サッカー選手権大会についての２件となっております。 

 それでは、初めに、市長から、第７期川崎市市民文化大使について、発表いたしま

す。市長、お願いいたします。 

市長： それでは、このたび、第７期の市民文化大使、１１名が決定いたしましたの

で、発表させていただきます。お手元のパンフレットをご覧ください。 

 市民文化大使は、平成１５年度に創設し、市内外の講演会や行事のほか、姉妹友好

都市への訪問、ご自身の活動の中で本市をアピールするなど、ご尽力をいただいてお

ります。 

 それでは、まず、今回、新しく就任された方をご紹介申し上げます。伊藤多喜雄様

です。 

伊藤多喜雄様： よろしくお願いします。 

市長： 民謡と様々なジャンルをコラボレーションした独自の世界を構築され、中で

も、ドラマ「金八先生」でも取り上げられた「南中ソーラン」では、これは日本のみ

ならず、海外でも幼児から若者・老人まで幅広く踊られています。 

 続きまして、第６期から引き続きご就任いただく方をご紹介申し上げます。 

 与勇輝様です。本市ご出身で、人形作家として高い評価を得られており、国内外で

数多くの個展を開催されるなど、活躍をされておられます。 

 続きまして、鵜澤久様。観世流シテ方能楽師として、国内はもとより海外でも幅広

くご活躍され、高い評価を受けられておられます。 

 続きまして、大谷康子様です。人気、実力ともに日本を代表するバイオリニストで

あられまして、今年、デビュー４０周年を迎えられました。 
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 続きまして、小原孝様。ピアニストとして幅広い人気を集められ、全国各地でのコ

ンサートやラジオなどでご活躍をされておられます。髙津区にお住まいです。 

 続きまして、国府弘子様です。本市ご出身で、ジャンルを超越した幅広い音楽性で

オンリーワンのピアニストとして人気を集めておられます。 

 続きまして、佐藤征一郎様です。髙津区に在住され、声楽家として国内外でコンサ

ートやオペラなどで活躍されているほか、市民の文化振興にも大変なご尽力をいただ

いております。 

 続きまして、佐藤忠男様。日本を代表する映画評論家であり、また、日本初の映画

の単科大学である日本映画大学の学長でもいらっしゃいます。 

 続きまして、長谷川初範様です。俳優として、映画・舞台・ドラマ・オペラなど、

幅広く活躍されておられます。宮前区にお住まいでございます。 

 続きまして、パンチ佐藤様。プロ野球引退後、元気配達人をキャッチフレーズに、

テレビ、ラジオ、講演会など、幅広く活躍されています。中原区にお住まいです。 

 また、本日はご欠席ですけども、競泳のパラリンピックメダリストで、今年６月に

現役復帰をされ、１１月にはアジア新記録を樹立された、成田真由美様も市民文化大

使にご就任いただきます。 

 ご紹介は以上でございます。 

司会： ありがとうございました。 

 続きまして、市長から、市民文化大使の委嘱を行います。 

 では、まず、与勇輝様、お願いいたします。 

市長： 委嘱状、与勇輝様、川崎市市民文化大使を委嘱いたします。平成２７年１２

月１日、川崎市長、福田紀彦。どうぞよろしくお願いいたします。 

（委嘱状交付） 

司会： 続きまして、伊藤多喜雄様。 

市長： 委嘱状、伊藤多喜雄様、川崎市市民文化大使を委嘱いたします。どうぞよろ

しくお願いいたします。 

（委嘱状交付） 

司会： 続きまして、鵜澤久様。 

市長： 委嘱状、鵜澤久様、川崎市市民文化大使を委嘱いたします。どうぞよろしく

お願いいたします。 

（委嘱状交付） 

鵜澤久様： よろしくお願いいたします。 
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司会： 続きまして、大谷康子様。 

市長： 委嘱状、大谷康子様、川崎市市民文化大使を委嘱いたします。どうぞよろし

くお願いいたします。 

（委嘱状交付） 

大谷康子様： よろしくお願いいたします。 

司会： 続きまして、小原孝様。 

市長： 委嘱状、小原孝様、川崎市市民文化大使を委嘱します。どうぞよろしくお願

いいたします。 

（委嘱状交付） 

小原孝様： よろしくお願いいたします。 

司会： 続きまして、国府弘子様。 

市長： 委嘱状、国府弘子様、川崎市市民文化大使を委嘱します。どうぞよろしくお

願いいたします。 

（委嘱状交付） 

国府弘子様： よろしくお願いします。 

司会： 続きまして、佐藤征一郎様。 

市長： 委嘱状、佐藤征一郎様、川崎市市民文化大使を委嘱いたします。どうぞよろ

しくお願いいたします。 

（委嘱状交付） 

佐藤征一郎様： よろしくお願いします。 

司会： 続きまして、佐藤忠男様。 

市長： 委嘱状、佐藤忠男様、川崎市市民文化大使を委嘱いたします。どうぞよろし

くお願いいたします。 

（委嘱状交付） 

司会： 続きまして、長谷川初範様。 

市長： 委嘱状、長谷川初範様、川崎市市民文化大使を委嘱いたします。どうぞよろ

しくお願いいたします。 

（委嘱状交付） 

長谷川初範様： よろしくお願いいたします。 

司会： 続きまして、パンチ佐藤様。 

市長： 委嘱状、パンチ佐藤様、川崎市市民文化大使を委嘱します。どうぞよろしく

お願いいたします。 



 -4-

（委嘱状交付） 

司会： 皆様、ありがとうございました。 

 続きまして、市長からご挨拶をお願いいたします。 

市長： 新しく第７期からご就任いただきました伊藤多喜雄様はじめ１１名の市民文

化大使の皆様におかれましては、ご就任を引き受けていただきまして、まことにあり

がとうございました。１０名の方々には、これまでも多大なる市の文化について発信

をしていただいて、心から御礼を申し上げたいと思っております。ぜひ１１名の方、

この１０年で川崎市も大きく文化都市という形に生まれ変わっておりますので、ぜひ

さらに、この文化のまちをさらに一歩先へ、もっと先へつなげていきたいと思ってお

りますので、ぜひそれぞれの分野でのお力をおかしいただきますように、心からお願

い申し上げまして、一言、挨拶とさせていただきたいと思います。どうぞよろしくお

願いいたします。 

司会： ありがとうございました。 

 それでは、ご出席いただいております市民文化大使の皆様に、一言、お言葉をいた

だきたいと思います。与勇輝様、お願いします。 

与勇輝様： 与勇輝と申します。この与える勇輝は本名ですので。よく本名ですかと

聞かれるんですけれども、よろしくお願いいたします。私、１９３７年の日中戦争勃

発、それから、日本の戦中、戦後、それからもおなかをすかせたひもじい時代、本当

にそういう時代に子ども時代を過ごしました。そして、私のつくる人形も、そのころ

の強くて、たくましくて、ちょっとしたたかで、そういう子どもの像をつくることが

基本になっております。 

 あれから７０年、はい、ここへ来るまで川崎市のかわりようを、これは全国的に有

名ということなんですけれども、本当に電車の窓から見て、深い感慨にふけりました。

本当に私のころは焼け跡ばっかりでした。また、そういう私の人形をこの川崎市民ミ

ュージアムで何年かに一度、開かせていただいておりますけれども、また、そこで皆

さんに見ていただけるよう、今、一生懸命、また次回展に向けて製作をしております。

よろしくお願いいたします。（拍手） 

司会： ありがとうございました。 

 続きまして、伊藤多喜雄様、お願いいたします。 

伊藤多喜雄様： 伊藤多喜雄です。私は北海道の苫小牧生まれでございます。１５歳

のときに集団就職で上野駅におりました。何かの縁で、実は溝の口の駅前の畳屋の娘

と結婚しました。今、４７年間、高津区におります。 



 -5-

 今回、とてもうれしいのは、小原さんが同じ町内会ということで、すごく力強く感

じておりまして、町内会で何かできればいいかなとは思っておりますが、ソーラン節

が全国で、また世界で踊られております。それと同じに、川崎にもたくさんの芸能が

あります。ありました。だけど、ここがコンクリートとか、アスファルトに変わるこ

とによって、少しずつ埋められてきたことも事実です。ですけど、これを掘り起こす

んじゃなくて、あった事実をきちんと自分の足で確かめて歩きたいな。それをどうや

ってこれから伝えていくのかなというものを自分の課題だと思っております。 

 全国の人と会うたびに、川崎はすばらしいですねと言われております。文化のまち、

音楽のまち、簡単に言いますけど、なかなか実行することはできないです。たくさん

の困難もあると思いますけど、その１人の仲間として入れさせていただいたことは、

とても私はうれしく感じて、また、１つ、やりがいとして、これから務めていかなき

ゃいけないかなと思っております。 

 諸先輩方の中でどれだけできるかわかりませんが、力いっぱい、これから歌を探し、

歌を続けて、歌い続けていきたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。（拍

手） 

司会： ありがとうございました。 

 続きまして、鵜澤久様、よろしくお願いいたします。 

鵜澤久様： 能は、第１回のユネスコ世界無形遺産に選ばれた日本の世界に誇る古典

演劇というわけで、一番日本人の精神、心、全てが文化・芸術、全て何か日本人の根

本みたいなものを訴えかけていく古今東西のテーマが常に指針となっているような古

典演劇ですが、なかなか今の現在の人には取っつきにくいところが多々あるとは思う

んですけれども、そんな中で、川崎市として、地方公共団体というんでしょうか、と

してずっと能の公演を年３回から４回、続けていらっしゃって、何十年かになりまし

て、おととし、１００回を、定期演能会を迎えていただけ、また、私が子どもたちに

２５年間、去年が２５周年だったんですけど、今年、２５周年記念で、子どもたちに

何とか古典というものを身近に感じてほしいと、足を運んでほしい、習ってほしいし、

また、七五調を身につける、あるいは挨拶の仕方一つ、今はしゃがめない子とかも結

構いまして、まずしゃがむところから始めたり、また、お辞儀の仕方から始めたり、

そんなところで、小さいときから、古典、古くさいとか、わからないとかではなくて、

肌で日本人の心に触れてほしいと思って、私も頑張っております。それで、いつも川

崎市には本当にお世話になって、何とか能をみんなにいっぱい、日本人に知ってほし

い、特に川崎市民の方に知ってほしいという思いでいっぱいで、ずっとやっておりま
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す。もっと頑張ります。ありがとうございました。（拍手） 

司会： ありがとうございました。 

 続きまして、大谷康子様、お願いいたします。 

大谷康子様： バイオリンの大谷康子です。川崎とご縁ができてから、私の夢である

音楽をとにかく１人でも多くの方に、社会に、理解して、味わって、心で感じていた

だいて、そうしましたら、社会が少しでも変わってくるんじゃないかと。もうそれが

大好きなバイオリンでそれをずっとやっていきたいというのが私の夢でしたので、こ

ういう機会をまた新たにいただけて、大変感謝しております。 

 今年は、ちょうどデビューして４０周年ということもあったものですから、ミュー

ザのほうでは、１つの公演で４曲、コンチェルトを弾くというような無謀なというか、

前代未聞のこともいたしましたけれども、そのときにも皆さんにとても喜んでいただ

けて、そういうコンサートもありますけれども、つい先日も、人権オンブズパーソン

のほうで富士見中学のほうに行かせていただきまして、友達の大切さとか、音楽のす

ばらしさとか、音楽は目には見えないですけれども、皆さんに聞いていただいたとき

に、本当に大きな力を発揮しますので、それを子どものときから体験して育っていっ

てもらいたいと、そういうこともさせていただいたりして、私の夢が少しずつかなっ

ていくかなという気がしております。 

 私は、全国で約１００回以上のコンサートを年間しておりますので、その中のトー

クコンサートのときには、必ずこの川崎での取組をお話ししまして、川崎のまちのよ

うに、全国に音楽が広がったらいいなと、まちの中にも、今、アゼリアのほうでも演

奏会をさせていただいたりしておりますけれども、そういうことが全国に広がったら、

どんなにいいだろうということもお話ししております。来年の春からは全くのソロの

活動に専念いたしますので、よりこういうことをもっと強力にやらせていただけるん

じゃないかと自分でもすごく抱負を持っておりますので、これからもどうぞ音楽のま

ち・かわさきということで、よろしくお願いいたします。（拍手） 

司会： ありがとうございました。 

 続きまして、小原孝様、お願いいたします。 

小原孝様： ピアニストの小原孝と申します。川崎市に生まれて、川崎市でずっと住

んで、半世紀以上住んでおりますが、伊藤様の奥様は何と小学校の先輩です。川崎市

立久本小学校の先輩ということで、こうしてずっと川崎で活動させていただいて、本

当にうれしく思います。 

 僕は、今年、デビュー２５周年でしたが、やはり音楽で色々なことを、ただうまい
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だけの音楽ではなくて、色々なことを伝えていこうという活動をしております。ＮＨ

ＫのＦＭで「弾き語りフォーユー」という番組を１７年やらせていただいて、そこで

も、やはり全国各地にこの川崎のよさを発信して、コンサートとラジオと、色々なＣ

Ｄとか、そういう色々な活動をしながら、川崎市と音楽の関係を伝えていっている途

中です。 

 また、演奏活動としましては、今、お座りになっている皆様を見たら、伊藤さんと

も、鵜澤先生とも、大谷さんともこれからやりますし、国府さんとはいつもコンサー

トで回っておりますし、佐藤先生も、そして、長谷川さんともコラボをしたりという

ふうに、市民文化大使同士の広がりもありますので、そういったものをぜひ皆さんに

また伝えていきたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。（拍手） 

司会： ありがとうございました。 

 続きまして、国府弘子様、お願いいたします。 

国府弘子様： 国府弘子です。私も、音楽家の流れで私の順番になりましたが、ピア

ノ、ピアニストとして、ジャズというジャンルは特にコミュニケーションの音楽では

ないかと思っています。先日、ちょっと市長ともすれ違ってしまったんですけれども、

かわさきジャズ、１１月に大変、各地で、各会場で盛り上がって、無事に終わりまし

たけれども、今回、私は、市民文化大使というお役目がすごく具体的に生きたな、生

かさせていただいたなとすごく感謝をしておりますが、ミューザ川崎で、ジャズの世

界では大人気者のリー・リトナー、ギタリストの大ベテランですが、そして、また、

ファンの間ではもう、誰でしょう、日本人に例えると誰なんでしょう、五木ひろしさ

んか、北島三郎さんかわからないですけれども、ブラジルのイヴァン・リンスという

大変人気のシンガーソングライター、このお二人を軸として、そして、私も加わり、

アメリカ人の大ベテランの人気ジャズミュージシャンが勢ぞろいするような「リー・

リトナー・スーパー・セッション」、これが大成功に終わったことを報告させていただ

きます。 

 それを機会に、リー・リトナーさんと私も、今のツールですね、スカイプとか、メ

ールとかで何度もやりとりをして、ブラジルのイヴァンさんと海を越えたやりとりを

して、ミューザというのはどんな響きがあるホールなんだとか、お客様はどういう音

楽を求めているんだろうかとか、大変こちらも川崎、川崎という言葉を何度も使って

打ち合わせをして、その日のコンサートが成功したので、とてもうれしく思い、弘子

はやっぱり川崎のアンバサダーということで、もう冒頭から、僕たちを紹介する司会

の役も頼みたいということで、私自身が２０代のころにアメリカで留学をしてジャズ
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修業をした、そのときの英語でのコミュニケーション修業も今回のこのかわさきジャ

ズに役に立ったことがとてもうれしかったです。 

 そのほか、生田中学時代に同窓生だったクラシックのピアニスト、小川典子さんに

誘っていただいて、やはりミューザで出演したりとか、今年はとても、また川崎文化

大使として色々なうれしい場が多かった。その私が夢としています音楽でコミュニケ

ーションをとるということが生かされたように思い、また、来年もそういう場が多く

あればと思っております。今後ともよろしくお願いします。国府弘子です。（拍手） 

司会： ありがとうございました。 

 続きまして、佐藤征一郎様、お願いいたします。 

佐藤征一郎様： クラシック声楽の佐藤征一郎でございます。バスとバリトン両方で

きるということで、バス・バリトンと申し上げております。今年は与さんも先ほどお

っしゃっていましたが、戦後７０年、そして、８月１５日のまさにその節目のときに、

平和ありきだから歌ありきということで、「佐藤征一郎ミューズ・サロン」というのを

久々に開催させていただきました。そして、市民の皆様とご一緒に、平和ありき、歌

ありきということを認識いたしました。 

 それから、私は大学時代からカール・レーヴェというドイツの作曲家の追っかけを

しておりまして、そのレーヴェの魅力をドイツにおりましたときに改めて知りまして、

日本に帰ってからもその普及に努めております。シューべルトと同じ時代にありなが

ら、大変マイナーな作曲家なんですが、大変ドイツの特にオペラの低音歌手たちにと

ってはすばらしい魅力のある作品をたくさんつくっている方なんです。それをどうし

ても日本の皆様にも知っていただきたいなと思いまして、帰りましてから、色々普及

活動をしております。そのご褒美というんでしょうか、その労に報いてくださいまし

て、ドイツに本拠がありますカール・レーヴェ協会のほうで私を名誉会員に、昨年、

指名してくださいました。ドイツ人６名、今までもヘルマン・プライとか、フィッシ

ャー・ディースカウとか、私たちにとっては夢のような歌手たちと同列に評価してい

ただいて、国際的評価も、私にとっては、もういまだに夢を見ている心地でございま

す。ですから、これからもますますそういったグローバルな目で、そして、単なるま

ねごとじゃなかったということを皆様にも知っていただけた喜びと同時に、これから

も楽しんでいきたいと思っております。 

 それから、地域の町内会ですね。今、伊藤さんと小原さんが高津区の同じ町内会と

いうお話でしたが、私も高津区に住んでいるんですが、その町内会とはちょっと線路

をまたいでおりまして、離れている町内会でございますけれども、その町内会で第３
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回目になりますけど、「わがまちふれあいコンサート」といいまして、梶が谷の駅、溝

の口の次の田園都市線の駅なんですが、そこを中心にしたクラシックの音楽家とご一

緒に、合唱団とご一緒に、地域の皆様と一緒に楽しんでおります。 

 それから、再三、ちょっと話はまた前後しますが、ドイツ、ベルリンの図書館、そ

れから、北ポーランドのシュテッティンというところにあります市立と国立の図書館

に再三通いまして、つまり、カール・レーヴェが活躍した場所なんですが、今、その

作品の調査が一段落いたしましたので、楽譜づくりをしたいなと、している最中でご

ざいます。市民文化大使ということで、ドイツとポーランドの架け橋にもなりたいと

色々努力しておりますけれども、そのときにも触れて、あちらの方たちに市民文化大

使というお役目をいただいているんですよというようなお話をして、一体、川崎市と

いうのはどういうところだというようなところまでお話をいただいております。 

 これからも地域、それから国際的なご縁ができましたので、両面で頑張っていきた

いと思っております。どうぞよろしくお願いいたします。（拍手） 

司会： ありがとうございました。 

 続きまして、佐藤忠男様、お願いいたします。 

佐藤忠男様： 佐藤です。市民文化大使は、もう何年になるんですかね。私、たしか

最初からやっているんですけれども、その面ではこれといって大したことはしていな

いんですけれども、しんゆり芸術祭というのを毎年やっておりまして、これはボラン

ティアでやって、実行委員長をやっているんですけれども、これは川崎市に結構貢献

しているつもりであります。大体小田急沿線一帯に観客がおりまして、集まってまい

ります。そういう形でなかなか、かなりにぎやかに定着したと思っております。 

 それから、私、映画学校時代からずっと校長をして、今は学長をやっているわけで

すけれども、ちょっと去年、びっくりすることがありまして、今年か、去年か、最初

の卒業生の卒業制作の上映会をやりましたら、新百合ケ丘の駅前のシネコンの大きい

会場で、ちょっと気張って、借りてやったんですけれども、２日間やったんですが、

前の晩から満員札どめになりまして、もちろんただですけれども、びっくりしました。

これは要するに父兄が見に来るんじゃなくて、地元の人たちが見に来てくれまして、

地元の人たちに、好奇心かもしれないけれども、愛されているんだという自信を持ち

ました。今年も２月にやりますけれども、去年は好奇心で来てくれたけれども、意外

とつまらなかったと言って、今年は来ないかもしれないですけれども、作品としては、

格段に今年の卒業制作はよくなりまして、やっぱり見に来てくださる人がいるという

ことは、本当に学生には励みになるんですね。だから、感謝しております。どうもあ
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りがとうございます。（拍手） 

司会： ありがとうございました。 

 続きまして、長谷川初範様、お願いいたします。 

長谷川初範様： おはようございます。今、佐藤先生、校長をしていらっしゃいます

日本映画学校の前身の映画専門学校のときの２期生で卒業させていただきました。俳

優の長谷川初範です。よろしくお願いいたします。 

 この任命されてから２年間、こちらのピアニストの小原さんのコンサートにも２回

ほど、ミュージアムのほうで、コラボで朗読、そして、僕もギターを持ってきまして

歌も歌わさせていただきました。そして、テレビ神奈川のテレビ出演、ラジオ出演、

そして、先日は、川崎市出身の世界的なピアニストであります小川典子さんとのピア

ノと朗読のコラボということで、ミューザ川崎さんのほうでやらせていただきました。

とにかく少しずつですが、できることを少しずつやってまいりたいと思います。 

 演劇というのは、なかなかこちらでは無理かなと思うんですけれども、劇団を持っ

ているわけでもございませんので、どうしても東京の方面で活動することになると思

います。ほかのものでしたら、僕も、バンドも持っていますし、下手なバンドですが、

朗読、そして、歌、そういった感じでできるだけご協力をさせていただきたいと思い

ます。よろしくお願いいたします。（拍手） 

司会： ありがとうございました。 

 続きまして、パンチ佐藤様、お願いいたします。 

パンチ佐藤様： スポーツのまち・かわさき担当のパンチ佐藤です。おはようござい

ます。市長も言われたとおり、この１０年、川崎は、青い空が戻り、多摩川には魚が、

そして、ラゾーナ、今も地下街なんかもきれいになって、パンのいいにおい、こんな

ワインなんか置くかねという時代になってきました。特に武蔵小杉が開発されて、が

ーんと来ました。僕は、武蔵小杉だけじゃないよという川崎の魅力を発信していきた

いなと。そして、成田さん、今日、欠席ですけれども、２年前におっしゃられていま

した、車椅子の私を押しのけてエレベーターにずかずかと乗ってきちゃう。人に優し

い川崎になってほしい。スポーツを通して、そういうまちになるように頑張っていき

たいと思います。 

 今日は、天龍の近くの、多分今年は当たるんじゃないかという１０億円、これが当

たっても、僕は川崎を離れません。（笑）よろしくお願いします。（拍手） 

司会： ありがとうございました。 

 それでは、質疑応答に入ります。市長は演台のほうにお進みください。 
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市長： はい。 

司会： では、進行は幹事社さん、お願いいたします。 

幹事社： じゃ、幹事社から。毎回、各界を代表される、本当に有名な方々が勢ぞろ

いされて、非常に市長も心強いと思うんです。今回、この任期２年で皆様にどんな活

躍というか、期待されるかというのを改めて一言いただけますか。 

市長： これまでも、今それぞれの皆さんからお話があったように、市民文化大使同

士のコラボレーションというふうなのが生まれて、違うジャンルだと思いきや、掛け

合わせるとものすごい価値を生むというようなことを市民の皆さんに披露していただ

いた。あるいは子どもの教育に多大なるご尽力をいただいている方々も多数いらっし

ゃいますので、そういった文化、音楽、スポーツ、どれを見てもそうですけれども、

その裾野を広げていく活動と、それから、上に引っ張っていただく、この縦と横を広

げる、その拡大に力をかしていただきたいなと。その１１名の方にとても期待してお

ります。 

幹事社： では、各社、どうぞ。 

市長： しかし、先ほどの町会が同じ町会とか、隣の町会とか、こんなに世界的に活

躍されている方がこんなに川崎市に住んでおられるということは、私にとっては本当

に、あるいは川崎市民にとっても大きな誇りだと思いますので、ぜひこういう文化大

使が、こういう方がいらっしゃるんだというのを多くの市民の皆さんに知っていただ

きたいなと思っています。 

司会： よろしいですか。 

 では、質疑のほうは終了させていただきます。 

 続きまして、市長を囲んでの記念撮影をさせていただきます。準備のほうを担当、

お願いします。 

（写真撮影） 

司会： よろしいですか。どうもありがとうございました。 

 では、この件につきましては、以上をもって終了させていただきます。どうもあり

がとうございました。（拍手） 

（第３７回皇后杯全日本女子サッカー選手権大会について） 

司会： 大変お待たせしました。続きまして、第３７回皇后杯全日本女子サッカー選

手権について発表いたします。 

 始める前に、本日の出席者をご紹介させていただきます。一般社団法人神奈川県サ
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ッカー協会会長、本木幹雄様でございます。 

一般社団法人神奈川県サッカー協会会長 本木幹雄様： こんにちは。 

司会： 続きまして、特別非営利活動法人川崎市サッカー協会会長、田中和徳様でご

ざいます。 

特別非営利活動法人川崎市サッカー協会会長 田中和徳様： どうもこんにちは。 

司会： 続きまして、特別非営利活動法人川崎市サッカー協会理事長、八巻哲男様で

ございます。 

特別非営利活動法人川崎市サッカー協会理事長 八巻哲男様： こんにちは。 

司会： 続きまして、一般社団法人神奈川県サッカー協会専務理事、大森洋次郎様で

ございます。 

一般社団法人神奈川県サッカー協会専務理事 大森洋次郎様： こんにちは。 

司会： それでは、市長から大会概要について発表いたします。市長、お願いいたし

ます。 

市長： それでは、このたび、第３７回皇后杯全日本女子サッカー選手権大会の準決

勝、決勝が川崎市の等々力陸上競技場で開催されることになりましたので、お知らせ

いたします。 

 今大会は今年で３７回目を迎え、日本サッカー協会に登録している中学生以上の女

子選手により編成されたクラブチーム、大学、高校などのチームが参加し、トーナメ

ント方式により優勝を目指す、女子の国内で最も権威ある大会でございます。 

 主催は公益財団法人日本サッカー協会でありまして、今年の参加チームは４８チー

ムとなっております。 

 試合日程ですが、既に１１月７日から開催されておりまして、現在はベスト８が出

そろったという状況です。 

 今後、１２月１９日の準々決勝を経て、１２月２３日の準決勝、２７日の決勝戦が

等々力陸上競技場で行われることになっております。 

 ぜひ、市内外から多くの方にお越しいただき、日本女子サッカーの日本一決定戦を

ご覧いただきたいと思います。 

 私からは以上です。 

司会： ありがとうございました。 

 それでは、ご出席いただいております方からご挨拶をいただきます。 

 初めに、本木幹雄様、お願いいたします。 

一般社団法人神奈川県サッカー協会会長 本木幹雄様： 皆さん、こんにちは。サッ
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カー協会の会長をしています本木と言います。 

 神奈川県サッカー協会は、昨年ちょうど、第９４回天皇杯全日本サッカー選手権大

会の決勝を、横浜の日産スタジアムで行いました。横浜決戦という名のもとで、神奈

川のサッカーファミリーを中心に、約４万７,０００人の集客をいたしました。大成功

の大会となりました。 

 そしてまた、今年、川崎市の等々力陸上競技場で第３７回皇后杯全日本女子サッカ

ー選手権、準決勝を２３日、それから２７日に決勝を開催することになりました。２

年続けて、日本一を競う大会を神奈川でできるということは、大変光栄に思っており

ます。 

 この大会の招致に当たりましては、特に今年、等々力陸上競技場を改修工事したと

いうこと、この会場を使いまして、Ｊリーグだけではなくて、数多くの国際大会、そ

れから国内でのビックゲームを、ぜひ開催したいという願いを県協会は前々から持っ

ておりました。そういう思いがあり、県協会としては、皇后杯の決勝の招致に手を挙

げさせていただきました。 

 そして、この皇后杯の準決勝、決勝の招致が実現したのは、ここにいらっしゃいま

す川崎市長の福田様、川崎市サッカー協会会長の田中様、それから県サッカー協会の

名誉顧問である斎藤様等のご尽力をいただきまして、ご支援があり、実現することが

できました。大変ありがとうございました。今日、日本サッカー協会の方もいらして

いますけれども、神奈川県と川崎市の熱い思いが日本サッカー協会に伝わったのかな

と、そして、皇后杯の準決勝、それから決勝というものを招致できたと思っておりま

す。 

 神奈川県の女子サッカーは、現在、なでしこリーグを目指しているチームは４チー

ムございます。まだまだ、なでしこにはいっていませんけれども、参入戦に加わるチ

ームも今年できております。 

 またご存じのように、日本の女子サッカーはすばらしい成績を挙げています。２０

１１年のワールドカップの優勝、２０１２年のオリンピックの準優勝、それから、今

年行われました女子ワールドカップの準優勝と、すばらしい活躍をしていますけれど

も、その中に神奈川出身の選手が数多くいます。名前を挙げると切りがないんですけ

れども、それだけ、それはなぜかと言いますと、要するに神奈川県のサッカーの育成

システムというものが、これは従来から、非常に歴史的なものがあるんですけれども、

そういう神奈川での育成システムが構築されている成果だと思っております。まさに、

この神奈川県、あるいは川崎を中心とした、そういう成果が、こういう女子の日本の
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大会を誘致する１つのきっかけになったのかなと思っております。 

 女子の日本一を決定する皇后杯準優勝、決勝を神奈川県の川崎市で開催することは、

川崎市、それから神奈川県の女子サッカーの普及と発展に相当大きな影響力を与える

と思っております。また、日本サッカー協会はなでしこｖｉｓｉｏｎといいまして、

サッカーを女性の身近なスポーツにする、女子サッカーを文化にすると宣言をしてお

ります。まさに、今回行われる川崎市の皇后杯の準優勝、決勝がその役割を担うもの

と確信しております。 

 そして、後ほど話があると思いますけれども、何しろ観客を集めたいということで

目標１万人、１万人の観客を集めたいということで、川崎市さんにもご協力をいただ

き、川崎、それから神奈川県のサッカーファミリーの仲間が集まり、川崎決戦として、

女子の日本一を決める皇后杯の決勝戦を盛り上げていきたいと思いますので、ぜひ皆

様方のご協力をお願いしたいと思います。今後とも、よろしくお願いいたします。 

司会： ありがとうございました。 

 続きまして、田中和徳様、お願いいたします。 

特別非営利活動法人川崎市サッカー協会会長 田中和徳様： 皆さん、こんにちは。

川崎市サッカー協会の会長を務めております田中和徳でございます。 

 私たちサッカー関係者、サッカーファンにとって、本当に注目の全日本女子サッカ

ー選手権大会の最後の試合を川崎の等々力で開催させていただくことができます。日

本サッカー協会、神奈川県サッカー協会、ご関係の皆様方の大変なご配慮でございま

して、とにかく１万人以上のお客様にお越しをいただいて、師走を飾る「スポーツの

まち・かわさき」、そして何といっても、世界に輝く実績を残して参りました女子サッ

カーの、ひとつ、今年の締めくくりにさしていただければと思っております。 

 川崎は、サッカーファンの大変多い、市長はじめ、市民挙げてのお取組をいただき、

盛り上げていただいております。それはやはり、フロンターレが活躍しているから、

こういう思いもあります。もちろんチームですから、優勝目指して毎年頑張るんです

けれど、なかなかうまくいかないときもありますが、市民挙げて、雨の日も風の日も

支援をいただいておりますし、我が川崎市サッカー協会にも、社長さんには役員とし

て加わっていただいておりまして、アマプロ一体でサッカーを盛り上げておるわけで

ございます。 

 昨今、少年少女のチームを見るときに、女の子のチームの成長、著しいものを感じ

ております。そのうち川崎の町から世界で活躍する女性の選手がどんどんと輩出でき

るのではないか。男性も当然でありますけれど、そんな思いを持って、この大会をお
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迎えするところでございます。 

 我々サッカー協会、川崎市におきましても、緊張して、そして多くの皆様方に喜ん

でいただけるようなご協力もさせていただければ、ありがたいことだと思っておりま

す。 

 今日は八巻理事長ともども、この席にお伺いさせていただきました。ありがたく思

っております。ここにさん然と輝くカップがございます。どうぞ皆様方にも、記者の

方々にも、今後ともサッカーのご支援、ご協力をお願い申し上げつつ、地元の会長と

してのご挨拶といたします。ありがとうございました。 

司会： ありがとうございました。 

 続きまして、今大会の開催に当たり、川崎市と連携したプロモーションについて、

大森洋次郎様からご説明いただきます。よろしくお願いいたします。 

一般社団法人神奈川県サッカー協会専務理事 大森洋次郎様： 神奈川県サッカー協

会の専務理事をしています大森と申します。よろしくお願いします。 

 まずもって、今回実現したのは、やはり今年、等々力陸上競技場がリニューアルし

て、すばらしいスタジアムになったということが非常に大きなポイントとなります。

それで、やはり我々、女子サッカー普及、強化につながればという思いもありますが、

川崎で開催させていただく以上、川崎市のシティーセールス、またイメージアップに

も、ぜひとも貢献したいと考えております。 

 川崎市と連携した皇后杯のＰＲ活動について、少しお話をさせていただきます。今、

市内の行政機関、市内小中高、特別支援学校及び市内のスポーツセンター、武蔵小杉

駅、あと商業施設、例えばグランツリー武蔵小杉等で、ポスター、チラシの配布をお

願いしております。あと１２月７日からは、市のホームページのトップページで皇后

杯のバナーを張っていただけるということで大変光栄に思っております。あと『市政

だより』１２月１日号には、こちらも皇后杯のＰＲの記事を掲載していただいており

ます。あと河川情報掲示板では、皇后杯のＰＲ映像、１５秒のものなんですけども、

そちらの映像を流していただけることとなっています。あとホームチームの川崎フロ

ンターレにもサポートをいただいておりまして、先日行われましたホーム最終戦では、

皇后杯のＰＲ映像を流していただいたということで、フロンターレのバックアップも

いただきながら、何とかこの大会を成功させていきたいと考えておりますので、よろ

しくお願いします。 

 なでしこのサッカーというのは、フェアでひたむきに、また、最後まで諦めないと

いう特徴があると思いますので、ぜひ、会場で女性のプレーを、なでしこたちのプレ



 -16-

ーを見ていただければと思います。 

 本日は、ありがとうございました。 

司会： ありがとうございました。 

 それでは、質疑応答に入ります。市長、演壇のほうにお進みください。進行は、幹

事社さん、お願いします。 

幹事社： これは、等々力陸上競技場で決勝を開催すると秋に正式に発表されたと思

うんですけども、その招致に至る経緯というのでしょうか、不勉強で恐縮なんですが、

もともとどこでやっていて、どういう経緯で川崎が獲得できたのかというのを、もう

一言、プラスお伺いできればと思います。 

一般社団法人神奈川県サッカー協会会長 本木幹雄様： 日本サッカー協会のほうか

ら、次年度の天皇杯、皇后杯を含め、色々な国際大会等の開催の希望があるかという

調査が、１年前に各県に参ります。当然、幾つかの県協会が手を挙げるという状況の

中で、これは天皇杯も同じですけども、そういう状況の中で、あと当然、地元の協会

さんなり行政さんたちが、どれだけバックアップしてくれるかという状況の中で、日

本サッカー協会のほうで最終的には決定をするという状況になっております。 

幹事社： この等々力は、リニューアルしてというところだと思うんですけれども、

一番評価された部分は、どの辺だったんでしょうか。 

一般社団法人神奈川県サッカー協会会長 本木幹雄様： もちろんリニューアル、先

ほどからお話があるように新しいスタジアムになったという部分と、先ほど私がちょ

っと話しましたけれども、ぜひ川崎に、なかなか今まで、失礼な言い方になりますけ

れども、フロンターレさんがございますのでＪリーグは当然盛んで、色々な大きな国

際大会とか、要するにビックゲームと言われている国内の大会というのはなかなか、

川崎で皇后杯の決勝はたしか初めてだと思うんですけれども、昨年の天皇杯もたしか

決勝は初めて神奈川でやったと思うんですが、そういう新たな大きな大会を、ぜひ川

崎市、それからサッカー協会と協力のもと、何とかその大きな大会を持ってきて、神

奈川県のサッカーの底上げといいますか、川崎市も含めて、サッカーファミリーを増

やしていきたいという思いから、手を挙げたという状況でございます。 

幹事社： 各社、どうぞ。 

記者： 市長、せっかく皇后杯が来るんですけれども、これを機に、さらに女子サッ

カーを川崎で盛り上げようという仕組みづくりとか、ビックゲームが来るのはいいの

ですが、今後につなげようという何か取組はありますか。 

市長： 先ほど市のサッカー協会の田中会長からお話があったように、女子チームの、
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子どもたちの活躍という、あるいは成長というのは目覚ましいものがございますので、

こういった日本一の戦いを子どもたちにも見てもらう、子どもたちだけじゃなく市民

の人たちに見てもらうことによって、さらに喚起されて、そして、まだサッカーチー

ムに入っていない子どもたちもさらに参加して、レベルアップにつながればなと思っ

ております。 

司会： よろしいでしょうか。 

 それでは、引き続きまして、皇后杯を囲んで記念撮影をさせていただきたいと思っ

ています。準備のほう、お願いします。 

（写真撮影） 

司会： よろしいでしょうか。 

 本件については、これをもって終了させていただきます。ありがとうございました。 

 ここで関係者の方が退室されます。 

《市政一般》 

（マイナンバー通知カードの誤封入について）

司会： お待たせしました。続きまして、市政一般となります。 

 幹事社さん、お願いいたします。 

幹事社： 市政一般ということで、幹事社からとりあえず。 

 まず、昨日発表がありましたマイナンバーの中身を間違って配達してしまったとい

うことなんですが、昨日の発表の段階ですと、原因は調査中ということなんですけれ

ども、原因について調査結果は出たのかどうかということと、再発防止に対して、市

として、今後どういうふうな取組をしていくのか、この２点について教えてください。 

市長： 昨日発表させていただいたとおりで、まだ、現在調査中ということなんです

が、本市からは正しい情報がいっているということですので、Ｊ－ＬＩＳのほうでど

ういう経緯でそうなったのかというのはちょっとまだわからない部分があるので、そ

こは現在、調査しているということであります。その原因がわかり次第、何らかのア

クションというのはあるのかもしれませんが、まだ現段階では調査中ということであ

ります。 

幹事社： 原因がわかり次第、例えば再発防止なり、先方に抗議をするなりというこ

とですかね。 

市長： そうですね。これがわからないと、私どもとしては正しい情報が送れている

ということは確認できているので、その後のことについてはまだ、それがわかってか
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ら、どう対応していくのかということになると思います。 

幹事社： 市民の方も不安だったりすると思うんですけれども、いつごろぐらいまで

にはその原因を、ちゃんと結果を出していくのか。 

市長： なるべく早くしていただきたいのですが、私どもでどうなる話ではないので、

完全に先方側の話なので、なるべく早く出していただけるようにお願いしたいと思っ

ています。 

（世界に誇る地域発研究開発・実証拠点（リサーチコンプレックス）推進プログラム

について）

幹事社： 先週発表があったんですけども、国の、このリサーチコンプレックスです。

最終的に１カ所を採択するということで神戸市が選ばれて、川崎市の殿町に関しては、

１年後にもう一回、再審査して採択を狙うという発表があったんですけども、この結

果についての市長の受けとめと、あと拠点価値を高めるという取組は、これにとどま

らず必要なことだと思うんですけども、今後どういうふうな感じで取り組んでいかれ

るのかという、この２点。 

市長： 今回、フィージビリティスタディという表現なので、来年の本採択に向けて、

中核機関である慶應大学さんと一緒に取組を進めて、来年の本採択に至るように取組

をしっかり進めていきたいと思っております。 

幹事社： 何か機構のほうのお話ですと、慶應大学さんが中核機関となるんだけれど

も、例えば神戸と組んだ理化学研究所みたいに、ああいう、エリアにちゃんと機関が

ないというのはちょっと弱いねというお話もおっしゃっていたんですけれども、その

辺の課題に関してはどういう感じでクリアしようと。 

市長： そうですね。そういう課題もいただいておりますので、これもまた慶應大学

さんとのこれからの協議ということになってくると思いますが、ご指摘いただいたと

ころをしっかりと、何というんでしょうか、改善してと言ったらあれですけども、指

摘を踏まえて取組を進めていきたいと思っています。 

幹事社： わかりました。じゃ、各社さん、どうぞ。 

（ミス・インターナショナルへの対応について）

記者： すいません、古い話ですけれども、１０月３１日にミス・インターナショナ

ルを見ていたんですが、市長はウェルカムとか簡単な英語しかしゃべっていなかった

んですけれども、市長はアメリカの大学を卒業されたということで、ばりばりしゃべ
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ってほしいと思う市民がたくさんいると。会場にロイターとかがいて、英語でたくさ

んしゃべれば海外に流れる機会も増えるので、川崎市が知られることになると思うん

ですけど。 

市長： 頑張っていきたいと思います。 

記者： これから、もうちょっと露出されたほうがいいんじゃないでしょうか。 

市長： わかりました。ありがとうございます。 

（平成27年第５回川崎市議会定例会について）

記者： 議会も始まりました。今回の議会に対して、市長として、特にこの辺のとこ

ろを重点的に議会に説明をしていきたい、多くの施策があるかと思うのですが、その

中でも今回、市長として一番力を入れていきたいと思われる条例案なり、課題なりが

ありましたら教えていただきたいというのと、あと給与の値上げに関して、一般職の

場合には人事委員会の勧告ということで、ある種自動的な部分もあるのかと思うので

すが、今回、特別職についても含まれていると、この点について、市民にどのように

理解を求めていくかということについて教えていただければと。 

市長： １つ目、議会に出していくことについては、総合計画のことというのが、こ

れからの１０年の大きな方向性でありますので、これがまず一番大きな点だと思って

います。それに向けて、しっかりと審議を尽くしていきたいと思っています。かつ、

今回は本当に重要な議案が盛りだくさんでありますので、例えば中小企業の活性化に

関する成長戦略条例でありますとか、あるいは、もう本当に、もろもろ、大きな案件

が立て続けにありますので、それがお認めいただけるようにしっかり説明をしていき

たいと思っています。 

記者： もう一点について。 

市長： 給与については、これまでも一般職に連動していた、ちょっと記憶にありま

せんけども、連動してという形で特別職もやっていたのではないかなと思っています

が。 

記者： 財政再建などが叫ばれる中で、やはりあえて、今回、市長がおっしゃるには、

これまでの慣例どおりの形で上げたということに関して、市民の理解を得られると思

われますか。 

市長： というか、一般職の話もそうですけども、官民の格差というのはしっかりと

是正していくことが、まずベースになっていると思いますので、その点を踏まえれば

妥当なのではないかと思っています。 
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記者： 特別職に関してもということですね。 

市長： そうですね。 

記者： わかりました。 

（マニフェスト検証会について）

記者： すいません、今度の１２日土曜日に青年会議所のほうでマニフェスト検証会、

高校生たちがマニフェストの検証をするということがあると思うのですが、それの目

的といいますか、来年の参議院選挙の選挙年齢の引き下げ、あと市長の意気込みとい

うのをお願いできますか。 

市長： ごめんなさい、ちょっと質問の趣旨が……。 

記者： 今度のマニフェスト検証会に向けての狙いというのと……。 

市長： 狙いについては、私から申し上げる立場にないというか、私が主催するもの

ではないので、川崎青年会議所さんがやられていることなので、どういう狙いかとい

ったら主催者に聞いていただきたいのですが、一方で私から、参加者として期待する

のは、高校生とのトークセッションなのか、そういう議論があると聞いていますので、

そういった意味では７０年ぶりに改正される公職選挙法で１８歳に引き下げられると

いうことですから、こういったところに、いつも言っていることですけども、自分た

ちの町は自分たちでつくっていくんだという民主主義の根本のところを、高校生のう

ちから議論していくというのはとても大切なことだと思いますので、どういう形にな

るかちょっとわかりませんけれども、真剣に高校生と向き合いたいと思っています。 

記者： ありがとうございます。 

司会： ほかはよろしいでしょうか。 

 それでは、以上をもちまして、市長会見を終了させていただきます。ありがとうご

ざいました。 

（以上） 

この記録は、重複した言葉づかい、明らかな言い直しや質問項目などを整理したう

えで掲載しています。 

（お問い合わせ）川崎市役所総務局秘書部報道担当 
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